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《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

　
三
羽
烏
と
上
司
か
ら
言
わ
れ
た
。仕
事
が
終
わ

る
と
寮
生
活
の
三
人
は
集
ま
っ
て
、ラ
ー
メ
ン
を

食
べ
な
が
ら
夜
明
け
ま
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い

た
こ
と
を
上
司
は
知
っ
て
い
た
の
だ
。退
職
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
に
な
っ
て
も
会
い
ま
し
ょ
う
と

言
い
合
っ
た
も
の
の
、友
人
二
人
は
病
院
通
い
で

思
う
よ
う
に
会
え
ず
、
電
話
で
「
春
に
ね
」「
秋
に

ね
」
と
言
い
な
が
ら

会
え
な
い
で
い
る
。

　
友
人
は
、
恒
子
さ

ん
は
信
仰
が
厚
い
か

ら
神
様
に
守
ら
れ
て

い
る
ん
だ
と
言
わ
れ

て
我
に
返
り
、
そ
う
だ
、
感
謝
と
共
に
、
障
害
は

誰
に
も
、何
時
で
も
起
こ
り
う
る
の
だ
と
…
。

　
私
の
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
は
ご
存
じ
の
通
り
障
害

者
と
共
に
歩
む
教
会
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。地

下
鉄
か
ら
出
れ
ば
目
の
前
に
あ
る
立
地
条
件
に
恵

ま
れ
な
が
ら
深
い
地
下
、
曲
が
っ
た
階
段
…
。
日

高
先
生
も
障
害
者
の
お
一
人
。お
出
掛
け
に
な
る

時
も
帰
ら
れ
る
時
も
、
ま
た
教
会
に
来
ら
れ
る

方
々
も
そ
う
だ
が
、「
階
段
が
ね
」「
階
段
が
ね
」

の
言
葉
は
何
年
も
前
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
る
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
あ
る

駅
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
昨
今
、
神

楽
坂
の
教
会
と
し
て
も
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
欲
し
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て

訪
れ
易
く
、訪
れ
る
方
も
多
く
な

る
と
思
う
。
ま
た
、
周
辺
に
お
住

ま
い
の
方
々
も
同
様
で
あ
ろ
う
と

思
う
と
こ
ろ
か
ら
、設
置
促
進
に

取
り
組
み
始
め
た
。教
会
だ
け
で

出
来
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、

そ
の
方
法
、運
動
を
考
え
始
め
て
い
る
。老
人
が

多
く
な
る
と
い
う
現
状
か
ら
も
、
打
開
策
を
広

げ
共
に
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。私
自
身
、高

齢
に
な
っ
て
も
こ
の
よ
う
な
活
動
に
関
わ
っ
て

い
け
る
こ
と
は
、
神
の
恵
み
と
感
謝
し
て
い

る
。主
の
平
安
。

 

　（
牛
込
聖
公
会
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
信
徒
）
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◇
10
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
日
曜
給
食

活
動
の
た
め
▽
月
島
聖
ル
カ
保
育

園
の
た
め
▽
こ
ど
も
の
た
め
の
ミ

ニ
ス
ト
リ
ー
の
働
き
の
た
め
▽
教

役
者
緊
急
援
助
資
金
の
た
め
（
第
３

主
日
）
▽
社
会
事
業
の
日
（
28
日
）

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

10
月
17
日
（
水
）
10
時
半
　
　
　

主
教
座
聖
堂

　   

説
教
者
　
司
祭 

石
坂
み
ゑ
子

▽
司
祭 

山
田
助
次
郎
▽
主
教 

松

井
米
太
郎
▽
司
祭 

河
合
良
隆
▽
司

祭 

遠
藤
敏
雄
▽
司
祭 

青
木
毅
三

▽
主
教 

八
代
斌
助
▽
主
教 

高
瀬

恒
徳
▽
司
祭 

牛
島
惣
太
郎
▽
司
祭

副
島
虎
十
▽
伝
道
師 

長
尾
よ
つ
▽

伝
道
師 

前
田
華
江
▽
司
祭 

坂
下

内
匠
▽
主
教 

山
田
　
襄
▽
司
祭 

竹

今週・来 週の 予 定

１０月１４日～２７日

１４（日）聖霊降臨後第２０主日

主教巡回　

　聖アンデレ教会

１６（火）礼拝音楽委員会

１７（水）教役者レクイエム

（主教座）

山手Ｇ牧師協議会

　（聖マーガレット）

１８（木）月島聖公会将来計画

　　　検討特別委員会

聖職養成委員会

主教座聖堂活動委員会

２１（日）聖霊降臨後第２１主日

２２（月）財政委員会

２３（火）銀座朝祷会

臨時常置委員会

２５（木）信仰と生活委員会

之
内
瑞
男
▽
司
祭 

岡
　
精
三

◆
と
こ
し
え
の
平
安

９
月
23
日
　
柴
田
　
遥
子
（
81
）

　
　
　
　
聖
マ
ル
コ

　
▽
立
教
女
学
院
・
築
地
記
念
碑
除

幕
式
　
創
立
１
３
０
周
年
（
明
治
10

年
創
立
・
湯
島
）
を
迎
え
た
記
念
事

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
築
地
・
聖
路

加
国
際
病
院
構
内
に
「
立
教
女
学
院

築
地
居
留
地
校
舎
跡
記
念
碑
」
を
設

置
し
、
10
月
25
日(

木)

10
時
半
か
ら

除
幕
式
を
行
な
う
。

　
▽
教
区
Ｈ
Ｐ
主
教
メ
ッ
セ
ー
ジ
更

新
　
毎
月
末
に
は
更
新
さ
れ
て
い
る

が
、
10
月
は
「
開
く
・
信
じ
る
・
あ

じ
食
べ
る
」
教
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
テ
ー
マ
を
一
般
向
け
に
解
説
、

展
開
し
て
い
る
。

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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◇
人
事
（
10
月
１
日
付
）

執
事 
ケ
ビ
ン
・
シ
ー
バ
ー 

 
 

聖
路

加
国
際
病
院
・
聖
路
加
看
護
大
学

お
よ
び
聖
ル
カ
礼
拝
堂
チ
ャ
プ
レ

ン
補
佐
任
命
　

　
　
　
　

　
▽｢

ナ
ヌ
ム
（
分
か
ち
あ
い
）
の

旅
」
出
発
　
信
仰
と
生
活
委
員
会
主

催
、
ソ
ウ
ル
教
区
を
訪
問
し
祈
り
と

学
び
と
交
流
を
深
め
る
旅
（
13
日
～

17
日
）
へ
、
団
長
・
委
員
長
井
口
諭

司
祭
ら
ス
タ
ッ
フ
に
高
校
生
１
人
を

含
め
て
16
人
が
参
加
し
て
い
る
。

　
▽
「
一
粒
の
麦
の
会
」
日
帰
り
バ

ス
ツ
ア
ー
　
11
月
14
日(

水)

、
山
梨

県
長
坂
聖
マ
リ
ア
教
会
（
聖
餐
式
）

と
清
春
白
樺
美
術
館
巡
り
。
参
加
費

４
千
円
（
昼
食
代
込
み
）
。
申
込
み
締

切
り
＝
10
月
23
日
（
火
）
、
定
員
（
50

人
）
。
７
時
45
分
、
新
宿
駅
西
口
集

合
。
照
会
な
ど
は
０
９
０
（
６
５
３

８
）
０
８
５
２
（
足
立
代
表
）
へ
。

　
▽
聖
オ
ル
バ
ン
教
会
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
　
10
月
27
日（
土
）

16
時
、
演
奏
と
オ
ル
ガ
ン
に
つ
い
て

の
話
＝
三
浦
は
つ
み
（
横
浜
聖
ア
ン

デ
レ
教
会
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
）
。入
場
料

２
千
５
百
円
（
学
生
千
５
百
円
）
。
照

会
は
同
教
会
宛
に
、
℡
03
（
３
４
３

１
）
３
５
１
８
。

　
◇
秋
の
バ
ザ
ー
（
３
）　
▽
28
日
＝

三
光
教
会
（
11
時
30
分
～
15
時
）
・
聖

パ
ウ
ロ
教
会
（
12
時
～
15
時
）
・
神
田

キ
リ
ス
ト
教
会
（
11

時
半
～
14

時

半
）
・
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
（
12
時
～
14

時
）
・
聖
救
主
教
会
（
ま
こ
と
地
域
セ

ン
タ
ー
・
10
時
～
14
時
）
・
目
白
聖
公

会
（
11
時
～
）・
聖
マ
ル
チ
ン
教
会（
11

時
半
～
15
時
）・
立
教
諸
聖
徒
礼
拝
堂

（
礼
拝
後
～
14
時
半
）
・
聖
三
一
教
会

（
12
時
～
15
時
）
・
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

教
会
（
12
時
～
15
時
）・
聖
マ
ル
コ
教

会
（
12
時
～
15
時
）・
八
王
子
復
活
教

会（
12
時
～
14
時
半
）

　
◇
教
区
墓
地
礼
拝
（
司
祭
名
は
主

任
者
）
　
▽
11
月
１
日
（
諸
聖
徒
日
・

木
）
　
・
八
柱
霊
園
10
時
＝
神
﨑
雄

二
司
祭
　
・
染
井
墓
地
11
時
＝
下
条

裕
章
司
祭
　
・
上
川
霊
園
11
時
＝
前

田
良
彦
司
祭
　
・
谷
中
墓
地
14
時
＝

笹
森
田
鶴
司
祭
　
・
青
山
墓
地
14
時

＝
大
畑
喜
道
司
祭
　
・
雑
司
ヶ
谷
墓

地
14
時
＝
河
野
裕
道
司
祭
　
・
八
王

子
／
東
京
／
南
多
摩
霊
園
＝
加
藤
俊

彦
司
祭
　
▽
２
日
（
諸
魂
日
・
金
）

　
・
小
平
霊
園
10
時
30
分
＝
井
口
諭

司
祭
　
・
春
秋
園
10
時
30
分
＝
神
崎

和
子
司
祭
　
・
多
磨
霊
園
14
時
＝
田

光
信
幸
司
祭
　
　［
照
会
な
ど
は
教
区

事
務
所
宛
に
］
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
58

　
　
Ｎ
Ｃ
Ｃ
教
会
教
育
フ
ェ
ス

　
　
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て

　
あ
る
５
歳
の
ラ
ブ
ラ
ド
ル
犬
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
物
音
に
怯
え
る
と
い

う
。
３
歳
の
時
に
受
け
た
大
き
な
地

震
の
後
遺
症
ら
し
い
。
飼
い
主
は
愛

情
と
時
間
を
か
け
て
治
療
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
人
間
も
動
物
も
同
じ
。
幼
い
と
き

の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
や
受
け
た
影
響

に
よ
っ
て
育
っ
て
い
く
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、豊
か
な
愛
情
と
文

化
環
境
の
中
で
育
て
ら
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。豊
か
な
文
化
環
境
と
は
？

そ
れ
は
と
り
わ
け
、豊
か
な
言
葉
、愛

情
あ
る
言
葉
を
さ
し
て
い
る
。

　
情
報
過
多
の
時
代
、
商
業
主
義
の

時
代
…
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

は
悪
化
し
て
い
く
。
大
人
た
ち
は
子

ど
も
た
ち
に
何
を
与
え
、
何
を
伝
え

て
い
く
べ
き
か
。

　
Ｎ
Ｃ
Ｃ
教
育
部
主
催
「
全
国
教
会

教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」(

９
月
・
新

宿
・
参
加
者
百
余
人
）
の
、
第
２
日

目
、私
は
第
10
分
科
会
で
、お
は
な
し

夢
夢
主
宰
の
尾
松
純
子
さ
ん
の
講
演

と
語
り
を
聞
い
た
。「
心
を
育
む
こ
と

ば
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
話
さ
れ
る

彼
女
の
言
葉
は
き
ら
き
ら
輝
い
て
い

た
。子
ど
も
の
成
長
に
は
、こ
の
よ
う

な
「
こ
と
ば
の
力
」
が
必
要
な
の
だ

と
、
楽
し
い
手
遊
び
と
語
り
を
織
り

交
ぜ
て
の
話
に
、
参
加
者
20
人
は
90

分
間
、
一
心
に
聞
き
入
っ
た
。

　
本
当
に
与
え
た
い
も
の
を
こ
そ
、

確
信
を
も
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
与

え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 

清
瀬
聖
母
教
会 

天
野
克
彦

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
　
　
　
聖 

マ 
ル 
コ 

教 

会

　
転
籍
後
１
年
未
満
の
私
が
、
こ
の

タ
イ
ト
ル
を
云
々
す
る
の
は
早
過
ぎ

ま
す
が
、
今
感
じ
て
い
る
問
題
を
、

紙
面
の
都
合
上
、
二
つ
だ
け
取
り
上

げ
ま
す
。

　
自
分
を
含
め
、
老
齢
化
し
て
い
る

教
会
で
、
若
い
信
徒
を
い
か
に
育
成

す
る
か
。
そ
れ
に
は
、
先
輩
信
徒
の

皆
さ
ん
が
、
長
い
人
生
で
頂
い
た
溢

れ
る
恩
寵
を
若
き
信
徒
に
積
極
的
に

伝
え
る
事
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
教
会
運
営
面
の
厳
し
さ

に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
。
黒
字
運
営

が
理
想
的
で
す
が
、
エ
ク
レ
シ
ア
で

は
物
質
的
に
豊
か
で
は
な
い
ほ
ど
、

真
の
助
け
合
い
の
心
が
強
化
さ
れ
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
感
謝
を

も
っ
て
。　
　
　
　 

（
島
田
義
勝
）


